
『2011年「環境監視」ビジネス白書』 レポート資料を販売開始
～「環境監視ビジネス」の当該主要プレイヤー（14社）に対する
最新のビジネス実態を独自調査でヒアリング！38セグメント別の
環境監視ビジネスにおけるポテンシャル・ターゲット視野・重点
ターゲット領域の分析、セグメント別の市場規模推移も！～

============================================================
『2011年「環境監視」ビジネス白書』 レポート資料を販売開始

～「環境監視ビジネス」の当該主要プレイヤー（14社）に対する最新のビジネス実態を独自調査
でヒアリング！38セグメント別の環境監視ビジネスにおけるポテンシャル・ターゲット視野・重
点ターゲット領域の分析、セグメント別の市場規模推移も！～

≫ 『2011年「環境監視」ビジネス白書』 資料詳細・販売ページ
http://planidea.jp/cc/psrl20110427
============================================================

マーケティング・リサーチ＆コンサルティングサービスを提供するPLANiDEA LLC.
（プラニディア合同会社） は、株式会社ESP総研による調査報告書
『2011年「環境監視」ビジネス白書』 の販売を開始しました。

≫ 『2011年「環境監視」ビジネス白書』
http://planidea.jp/cc/psrl20110427

【資料概要】

＜「環境監視ビジネス」
について、どの分野でどの程度の規模のマーケットが創出され、どのようなスピード（時間）と
ベクトル（方向性）で拡大していくのか多面的に調査！＞

当資料 『2011年「環境監視」ビジネス白書』
は、環境監視ビジネスの主要プレイヤー14社を対象に、独自のインタビュー取材により多面的・
多層的に深堀りした結果と綿密な業界分析から、環境監視ビジネスモデル別の市場規模推移（実
態/予測）や有望度（評価）、競合プレイヤー分析、今後のシナリオ変化などを含め、環境監視ビ
ジネスの業界動向と最新のビジネス実態・今後の展望をまとめた調査レポートです。

1） 調査対象企業リスト一覧
調査対象プレイヤーの抽出方法: 「環境監視ビジネス」プレイヤーは？について解説

2） 総括（結論） 「環境監視」 ビジネスの現状分析とコンサルティング

（1） 環境監視ビジネスの定義範囲について
（2） 市場概況×ライフサイクル・フェーズにおける現状のポジション＆今後のシナリオ予測
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（3つの市場セグメント別）
（3） 当該主要14社（個票要約分析）×当該売上額推移の換算、ビジネスモデル別
当該売上額推移の換算
（4） 「ワイヤレス関連プロダクト等を活用した環境監視ソリューション・ビジネス」
「環境計量の証明」 「社会インフラマネジメント市場」 市場規模推移を予測・俯瞰
（5） 環境監視ビジネスの定義範囲別×当該市場規模推移
（6） 環境監視ビジネスの定義範囲別×当該市場規模（感） A/B/C
（7） 当該主要14社 （個票要約分析）
ビジネスモデル×売上実績・予測から換算できる当該ビジネスモデル別
構成比率（％）の変化・シナリオ
（8） 環境監視ビジネスの市場占有率＜シェア＞ならびに当該売上ランキング
（9） 環境監視ビジネスの定義別×競合認識、参入プレイヤー数認識 A/B/C
（10）
環境監視ビジネスの競合認識、競合プレイヤー分析→競合の数から当該参入プレイヤーを推察（
仮説）
（11） 環境監視ビジネス×重点「適用分野」「販売ターゲット」仮説（コンサルティング）
（12） 当該14社における適用分野別 合計点数（裏付け）検証 有望度（全体）×実績クロスMAP
（13） 適用分野、販売ターゲット分野 ＜現状＞×俯瞰図
（14）
環境監視ビジネス実態市場規模推移「2009年度⇒2013年度」＜適用分野×主要セグメント別＞

3） 各社への共通設問を集計＆分析

4） 当該売上予測推移×ビジネスモデルMAP一覧

5） 環境監視ビジネスベンダ×価格定義＆具体的な価格指標一覧

6） 主要14社における環境監視ビジネス×適用分野マトリックス一覧

7） 個票（要約）ケーススタディ（主要14社分）

【本資料のポイント】

■ 環境監視ビジネス関連主要事業者14社に独自のヒアリング調査・取材！
■ 環境監視ビジネスの全貌・最新動向・今後のシナリオ変化を明確に！
■ 環境監視ビジネスのシーズ/適用分野38セグメントを抽出！
■ セグメント別に重点ターゲット領域を分析、ポテンシャル探索・評価も！
■ セグメント別/ビジネスモデル別に有望度を評価、関連市場規模を算定！
■ 環境監視ビジネス各市場の占有率/シェア、売上ランキングを掲載！
■ 競合プレイヤー分析、ユーザー事例・ケーススタディも収録！

▼ 『2011年 「環境監視」 ビジネス白書』 -「はじめに」- より

「東日本大震災」 が起こるまでの2010年度において、IT業界では 「IT」 を利活用した
「環境ビジネス」、つまり 「環境ITビジネス」
こそ、次の注目ビジネスとして注目を寄せていた。中でも、「ICTを利活用した環境監視ビジネス



」 は 「環境ITビジネス」
における有望ビジネス、成長ビジネスとして数多くのITベンダから期待を寄せられていた。

「環境監視」 ビジネスであるが、以下の3セグメントから構成されている。

A. ITベンダ×ワイヤレス関連プロダクト等を活用した環境監視ソリューション・ビジネス
リモート環境監視ソリューション、環境センサーなどを活用した展開、センサーネットワーク、
有害物質の監視、工場向け環境監視システム、計測する為のソフトウェアとハードウェアを提供
など

B. データセンター向け・サーバルーム向けなどに特化した「環境監視ソリューション・ビジネス
遠隔管理ソリューション、センサーネットワーク、施設関連の環境監視ビジネス、温度監視、電
源・温度・湿度監視ソリューション、環境測定、環境監視関連製品の提供、データセンター環境
監視システム、エネルギーモニタリング、エネルギー監視ソリューションなど

C. 環境計量ベンダ
「調査」 「計量」
「建築物管理」、モニタリング的な監視の部分、新たにものを作っていく為の予測評価、計量法
に基づく環境計量事業、計量証明事業、 「環境」 「予報」 「情報システム」
（「環境」事業に「予報」をミックス）、大気汚染常時監視など

こうしたことから、注目の 「環境監視ビジネス」
が今現在、実態的にどの程度進み、短期的かつ長期的に見てどういった分野 （セグメント）
でどの程度の市場 （規模）
が見込めるのか？時間軸別に市場浸透ロードマップを客観的にチェックし、
「環境監視ビジネス」 シーズの 「セグメント＆ビジネスモデル別有望度評価」
「セグメント＆ビジネスモデル別 （実態／潜在） 市場規模」
を定点観測しながら多面的且つ網羅的に市場全体を俯瞰することが求められている。

「環境監視ビジネス」
によって、下記のような分野で幅広い社会・経済活動への寄与が期待されている。特に、今後の
「省エネ・環境推進」 社会に向けて着実に安全・安心・エコな社会を実現するために
「環境監視」 （ビジネス） の果たすべき役割は大きいと言えるだろう。

「工場・倉庫・各種プラント （解体現場などを、含む）」 「ビル」 「河川・ダム・海域
（公共用水域含む）」 「パイプライン」 「サーバルーム （マシンルーム）」 「オフィス
（企業）」 「データセンター」 「店舗」 「病院」 「学校 （幼稚園、小学校、大学など）」
「道路」 「港湾・空港」 「鉄道」 「上下水道」 「公園・緑地」 「レジャー施設・遊技場」
「商業施設」 「住宅・一般住居」 「エレベータ内」 「ホテル
（ホテルのロビー・ホテルの客室）」 「デパートの化粧品売り場」 「各種待合室」 「焼肉屋」
「アパート」 「マンション」 「生ごみ処理場」 「老人ホーム」 「車両」 「航空機内」
「養豚場、養鶏場」 「植物栽培ハウス」 「ミストサウナ」 「駅」 「研究施設・研究機関」
「廃棄物処理場・焼却場」 「斎場」 「放送局」 「屋外 （大気、気象、花粉）」 等

「東日本大震災」 が起こった今、今まで以上に 「環境監視ビジネス」
は産学官共に最も注目・期待しているポテンシャル・ビジネス・テーマの一つとなった。

2010年度は特に 「環境ITビジネス」 に対する期待、注目度が高まった年といえるが、特に



「環境監視ビジネス」 の実態 （実状）、可能性について深堀調査したい！といった要望 （声）
を数多くの企業 （業種／部門） から頂いていた。

従ってESP総研では、最新の 「環境監視ビジネス」
の全貌、将来の見通しを明確化するべく、当該主要企業 （14社）
へのインタビューを多面的に実施し、2010年11月  ～2010年12月  時点で顕在化している
「環境監視ビジネス」 ＆シーズ （適用分野）
38セグメントを抽出、ターゲッティング分野×ポテンシャリティ探索・評価、「環境監視」
関連ビジネスに関する市場規模の算出を行った。特に重点を置いたのは38セグメント別
「環境監視ビジネス」
のポテンシャル・ターゲット視野／重点ターゲット領域のクロス集計・分析、セグメント
［ハードウェア販売／ソフトウェア販売／コンサルティング／ SI （運用を含んだ）／その他
（測定や分析・計測、モニタリング）］ 別 「環境監視ビジネス」 の顕在市場規模推移
（2009年度～2013年度） といった市場 （規模） 予測である。

今回の調査によって、「環境監視ビジネス」 についてどの分野 （セグメント）
でどの程度の規模のマーケットが創出され、どのようなスピード （時間） とベクトル
（方向性） で拡大していくのか？を多面的に調査した。この調査報告書が 「環境ITビジネス」
ならびに 「環境監視ビジネス」
に着眼する全ての皆様のマーケティング活動に貢献できることを心から切に望むものである。

【資料目次】

※ 各章の詳細な目次は、本サイトにて公開しております。

・ 2011年 「環境監視」 ビジネス白書 （T字型調査の実施 : 垂直深堀調査重視）

I. 調査対象リスト一覧 編

1） 調査対象プレイヤーの抽出方法 : 「環境監視ビジネス」 プレイヤーは？
2） 「環境監視」 ポテンシャル・プレイヤー×マーケティング・マトリックス （114社／部門）

II. 総括 編

・ 総括 （結論）/ 「環境監視」 ビジネスの現状分析とコンサルティング

0） 「環境監視ビジネス」 の定義範囲について

1） 市場概況 （結論）
×ライフサイクル・フェーズにおける現状のポジション＆今後のシナリオ予測
（3つの市場セグメント別）

2-1） 当該主要14社 （個票要約分析） ×当該売上額 （TOTAL） 推移の換算
2-2） 当該主要14社 （個票要約分析）×ビジネスモデル別 当該売上額推移の換算
2-3） エヌエス環境（株）×ビジネスモデル比率別 当該売上額推移の換算
2-4）
日本ナショナルインスツルメンツ（株）出典を元に換算×「ワイヤレス関連プロダクト等を活用
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した環境監視ソリューション・ビジネス」 市場規模推移を予測・俯瞰
2-5） グリーンブルー（株）出典を元に換算×「環境計量の証明」 市場規模推移を予測・俯瞰
2-6） グリーンブルー（株）出典を元に換算×「社会インフラマネジメント市場」
市場規模推移を予測・俯瞰
2-7） 「環境監視ビジネス」 の定義範囲別×当該市場規模推移 （2カ年）

3） 「環境監視ビジネス」 の定義範囲別×当該市場規模（感） 【A】【B】【C】

4） 当該主要14社 （個票要約分析）
ビジネスモデル×売上実績・予測から換算できる当該ビジネスモデル別
構成比率（％）の変化・シナリオ

5） 「環境監視ビジネス」 の市場占有率＜シェア＞ならびに当該売上ランキングについて

6） 「環境監視ビジネス」 の定義別×競合認識、参入プレイヤー数認識
（基本的には国内での認識） 【A】【B】【C】

7） 「環境監視ビジネス」
の競合認識、競合プレイヤー分析→競合の数から当該参入プレイヤーを推察（仮説）＜1＞～＜3
＞

8） 主要14社・団体における 「環境監視ビジネス」 シーズ別
価格帯（平均販売実績）×当該売上 （2010年度見込） 相関クロス

9-1） 「環境監視ビジネス」 ×重点 「適用分野」 「販売ターゲット」 仮説
（コンサルティング）
9-2） 当該14社における 「適用分野」 別 合計点数 （裏付け） 検証 有望度 （全体）×実績
クロスMAP
9-3） 適用分野、販売ターゲット分野 ＜現状＞×俯瞰図
9-4） 「環境監視ビジネス」 実態市場規模推移 2009年度⇒2013年度
＜適用分野×主要セグメント別＞
9-5） 「環境監視ビジネス」
実態市場規模推移×適用分野別×ワイヤレス関連プロダクト等を活用した環境監視ソリューショ
ン・ビジネス＜適用分野×主要セグメント別＞
9-6） 「環境監視ビジネス」
実態市場規模推移×適用分野別×環境計量の証明市場＜適用分野×主要セグメント別＞
9-7） 「環境監視ビジネス」
実態市場規模推移×適用分野別×社会インフラマネジメント市場＜適用分野×主要セグメント別
＞
9-8） 「個票要約分析」 ×「適用分野」 調査結果（1）～（2）

10） 「個票分析」×「技術クロス分布」 【A】【B】【C】

11） 個票要約 「ビジネスモデル」 集計＆分析 （1）～（4）

12） 「個票要約（14社）分析」×「販売チャネル」（1）～（3）

13） 「個票分析」×「重点戦略 （直接的／間接的）」×「抽出重複件数」



14-1） 開始時期×当該単年売上規模の相関統計
14-2） 開始時期×当該単年売上規模の相関マッピング

15-1） 導入実績（累計数量ベース）×金額ベースから言えること
15-2） 導入実績（累計数量ベース）×金額ベースの相関統計

16）
前年比伸長率から見えてくる当該市場概況＜前年比伸長率×コメント・キーワード×当該単年売
上規模 クロス＞

17） （今後の数値） 目標（数量ベース、金額ベース）×当該売上規模クロス

18） 今後の売上計画×当該売上規模クロス

19-1） 「個票分析」×「市場拡大要因」 分析
19-2） 「個票分析」×「市場阻害要因」 分析

20） 「個票分析」×「ユーザー事例」 分析

21） 「個票要約分析」×「今後の方向性」×全体傾向 （数値統計）

22） イノベーション・ポイント× 「環境監視」
によって近未来シーンとしてどのようなことが可能になるのか？ 「環境監視」
によって未来がどのように変わるのか？重要な観点
（現実にはまだ起こっていないが、未来に起こりえるシーン中心） ⇒ 「環境監視」
ビジネスの価値（V）→魅せ方⇒どのようにユーザーに切り込んで説得していくのか？

23） 「環境監視」 ビジネス主要ベンダ当該売上予測 （2009年度～2013年度: 5カ年）
推移×ビジネスモデルMAP 一覧

24） 「環境監視ビジネス」 ベンダ×価格定義＆具体的な価格指標一覧

25-1） 主要14社における 「環境監視ビジネス」×適用分野 マトリックス一覧
（企業別×適用分野別 星取表）
25-2） 主要14社における 「環境監視ビジネス」×適用分野＆対象エリア （着眼点と実績）
マトリックス一覧 点数化 （適用分野有望度MAP : 俯瞰図）
25-3） 主要14社における分野・対象別×全体に占める 「適用分野（着眼点と実績）」
比率、売上換算マトリックス一覧
（当該売上、ワイヤレス関連プロダクト等を活用した環境監視ソリューション・ビジネス換算売
上、環境計量の証明市場、社会インフラマネジメント市場×別換算値） ≪38セグメント≫
25-4） 主要14社における 「環境監視ビジネス」 ×販売ターゲット マトリックス一覧
（企業別×販売ターゲット分野別 星取表）

26） 「環境監視」 ビジネス×深堀実態調査結果・マトリックス ＜企業別×調査項目別＞

III. 個票 （要約） 編

1） アイ・ビー・エス・ジャパン(株)



2） ATENジャパン(株)
3） (株)Anywire
4） エヌエス環境(株)
5） (株)エフエイオープン
6） (株)大崎コンピュータエンヂニアリング
7） グリーンブルー(株)
8） (株)ゼットコミュニケーションズ
9） ニッキャビ(株)
10） （財）日本気象協会
11） 日本ナショナルインスツルメンツ(株)
12） 日本ノーベル(株)
13） パナソニック電工インフォメーションシステムズ(株)
14） パナソニック電工ネットワークス(株)

【個票共通項目】

1.
「環境監視」関連／中核プロダクツ（製品）＆ソリューション（SI）＆サービス概要（具体的な
メニュー内容や料金体系 : 平均導入実績価格＜実績ベースを中心に＞など）
2. 適用分野・対象エリア（エリア・分野、業種・業務）
3. 主要技術（技術別×適用分野・エリア、業種・業務 別）
4. ビジネスモデル・販売チャネル
1） ビジネスモデル
2） 販売チャネル
5. 重点戦略・販売ターゲット＜比率シェアなど＞
1） 重点戦略（売上拡大のための施策・具体的な努力 : 直接的手段or間接的手段など
2） 販売ターゲット（エリア・分野、業種・業務）
6. 開始時期・導入実績・（今後の）目標
1） 開始時期 （ 年 月）
2） 導入実績 （累計数量、単年売上、前年比伸長率など）
3） （今後の数値） 目標 （数量ベース、金額ベース）
7. 当該市場規模 （感）／当該売上計画 （2009年度～2013年度）
1） 当該市場規模 （感） ＜2009年度時点 （金額ベース）＞
2） 御社における当該売上計画 （2009年度～2013年度）
8. 市場拡大要因／市場阻害要因（環境監視）
1） 市場拡大要因 （環境監視）
2） 市場阻害要因 （環境監視）
9. ユーザー事例／競合＆当該プレイヤー数 （合計） 認識
1） ユーザー事例
2） 競合／当該参入プレイヤー数 （合計） 認識
（具体的な競合認識プレイヤー名、当該参入プレイヤー数 合計認識
10. 今後の事業の方向性 （拡大の方向／現状維持の方向／縮小の方向など）
11. 「環境監視」 によって近未来シーンとしてどのようなことが可能になるのか？
「環境監視」によって未来がどのように変わるのか？重要な観点
（現実にはまだ起こっていないが、未来に起こりえるシーン中心）
12. 参考情報
＜1＞URL
＜2＞電話番号



＜3＞売上高 （全社）
＜4＞従業員数
＜5＞設立年月
13. 当該ビジネス×売上推移 （予測）
2009年度（実績）
2010年度（見込）
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